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大気拡散シミュレーションの性能を向上させる
－ 85Kr 測定データを用いた中距離スケールでの WSPEEDI-II の性能改善－

図4-22　計算対象領域と 85Kr 大気中濃度測定点
日本原燃提供による 85Kr 実放出データに基づく大気拡散の再現計算は、図に示す日本全域（左）と六ヶ所再処理施設周辺域（右）について、
それぞれ18 km，6 km の水平格子解像度で行いました。85Kr 大気中濃度の観測は、日本分析センターにより実施されています。

　原子力施設での事故等により放射性物質が大気放出さ
れた際、大気拡散計算は放射性物質の拡散状況を把握
し、公衆の防護対策及び緊急時モニタリングを検討する
上で極めて重要です。計算対象範囲は、事故規模により
幅広く変わるため、精度の良い計算を行うためには、対
象範囲のスケールに応じて現象を的確に再現できる計算
モデルパラメータの設定が重要になります。大気拡散モデル
では、気流場の乱れによる水平方向の拡散効果を拡散係
数で表現します。水平距離で数千kmの長距離拡散計算
では、Giffordが 1982年に報告した拡散係数（GFD）が
一般的に使用されますが、数百km程度の中距離スケー
ルへのGFDの適用性は、利用可能なデータが限られる
ため、これまでほとんど検証されていませんでした。
　本研究では、私たちが開発した世界版緊急時環境線量
情報予測システムWSPEEDI-II の中距離スケールに
おける性能評価のため、青森県六ヶ所村の核燃料再処
理施設（RRP）の試験運転で放出された放射性希ガスの
クリプトン-85（85Kr）の大気拡散解析を、GFDを用いて
実施しました。85Kr大気中濃度は、バックグラウンドレベ
ル把握のため国内数地点で測定されており（図4-22）、

RRPから 200 ～ 2000 km 地点で施設起源の 85Kr が
検出されています。既知の点源から放出された半減期
10.76年で反応性が低い 85Krの測定値は、拡散過程の
検証に特に有用です。
　WSPEEDI-II は、1週間あたりで平均した地上大気
中濃度を測定値の0.5～ 2倍以内で再現しましたが、局
地域～全球スケール計算で使用される2～ 54 kmの気象
計算の水平格子の大きさ（解像度）に対する感度解析か
ら、高解像度ほど計算値が低下する傾向が示されました。
これは、高解像度計算では格子で解像される気流場で表
される拡散効果の一部をGFDで重複して考慮すること
により、分布の中心付近の濃度を過小評価していると考
えられます。そこで、感度解析結果の考察から、GFDを
基に格子解像度に応じて適切な拡散係数を求める方法を
考案しました。この方法により中距離スケールの実測値
の再現性が向上し、本手法の有用性と妥当性を実証でき
ました（図4-23）。本手法で修正したGFDを用いるこ
とで、計算の格子解像度の選び方により濃度計算値が異
なる問題が改善され、従来困難であった局地域から全球
スケールまで一貫性のある計算が可能となります。

図4-23　WSPEEDI-II による 85Kr 大気中濃度の再現結果
本研究で考案した手法により修正した GFD を用いた大気拡
散シミュレーションは、観測された 1 週間あたりで平均し
た 85Kr 地上大気中濃度の変動を再現しました。測定地点名
の括弧内は測定期間（2008 年の測定開始 - 終了月日）であり、
測定値はバックグラウンド値からの上昇分を示しています。
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